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2014年度 一般社団法人長岡青年会議所
事業計画書
委員会名:
総務広報委員会
委員長名:
齋藤伸輔
事業名:　　　　 卒業例会　～卒業式・理事長引継式～
文書名:

卒業例会ス協3
文書作成者:
柳沢浩史
作成日:

平成26年9月26日
室長確認日:
平成26年9月27日


【事業要綱】
 1.事業実施に至る背景

これまで一般社団法人長岡青年会議所（以下、「長岡JC」とする）において、明るい豊かな社会の創造の為にご尽力された24名の卒業生の皆様と、「温故知新～魂を燃やし自ら未来への扉を開け～」のスローガンの下、誇りを持って長岡JCの活動を支えてこられた拡大スタッフの皆様の功績をたたえるとともに、新たな一歩に向けて、次年度へ歴史と志を継承する場として、卒業式・理事長引継式の開催が必要だと考えます。
 
2.事業目的(対外)
　　なし
 
3.事業目的(対内)
長岡JCの為に長年ご尽力されてきた24名の卒業生の功績を讃え、感謝の意を示すと共に、その志を継承する場とすることを目的とします。
また、「温故知新～魂を燃やし自ら未来への扉を開け～」のスローガンの下、誇りを持って一年間、長岡JCの活動を支えてこられた拡大スタッフの皆様の功績をたたえるとともに、次年度理事長、次年度専務理事を激励し、長岡JCの歴史を引き継ぐことで、一年間の締め括りとします。
4.事業の対象者
(1)対外対象者:なし
(2)対内対象者:長岡JCメンバー


【事業概要】
1. 実施日時
(1)実施日:
平成26年12月20日(土)

(2)実施時間:
16:20～17:30                                                                                         

(3)設営時間:
13:30～17:45 

(4)開催期間:   12月20日
2. 実施会場
(1) 会場名:長岡グランドホテル 4F 蒼柴の間
（長岡市東坂之上町1丁目2番地1　TEL 0258-33-2111）
　 

3. 参加員数計画並びに参加推進方法
(1)対外対象者
　　なし
(2)対内対象者
卒業生
　　24名（村田靖直前理事長を含む）
拡大スタッフ　　　16名（卒業生7名を除く）
委員会メンバー　　12名（卒業生・拡大スタッフ除く）
メンバー
　 113名

事務局員　　　　　 1名
合計   166名（平成26年8月5日現在、退会・休会者を除く）                                      
(3)参加推進方法
①  参加募集案内をメールにて配信
②  例会・各委員会にてPR

   4. 外部協力者(協力種別)

 (有)井上スタジオ（写真撮影）  

5. 引用著作物の有無
 なし
6. 実施組織
(1)組織図
＜事前準備＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　※各担当責任者「○」
	　　　　　　　内　容
	担　当

	統括
	齋藤伸輔委員長

	統括補佐
	伊丹正和副委員長、大谷実副委員長

	チーフ
	柳沢浩史

	サブチーフ
	片沼貴志、北國真哉

	案内文配信
	諸橋賢二運営幹事

	シナリオ作成
	○北國真哉、片沼貴志、佐藤栄治

	会場打ち合わせ
	○柳沢浩史、諸橋賢二運営幹事

	出欠確認
	諸橋賢二運営幹事

	卒業生ＪＣ歴確認
	○長谷川啓、総務広報委員会メンバー

	卒業生記念品発注・確認
	○星野眞樹会計幹事、佐藤智之

	卒業生からの記念品・目録確認
	○諸橋賢二運営幹事、大関英晃

	拡大スタッフ記念品発注・確認
	○星野眞樹会計幹事、青木勝彦

	席札作成
	○渡邉慎太郎、中澤秀和

	備品
	○星野眞樹会計幹事、北國真哉、佐藤栄治

	メンバー向けＰＲ
	○佐藤智之、総務広報委員会メンバー


＜当日＞
	内容
	担当

	統括
	齋藤伸輔委員長

	チーフ
	柳沢浩史

	サブチーフ
	片沼貴志、北國真哉

	司会
	伊丹正和副委員長

	受付
	星野眞樹会計幹事、青木勝彦、長谷川啓、
大関英晃

	音響
	渡邉慎太郎

	各記念品受け渡し補助
	○北國真哉、長谷川啓、佐藤栄治、
　位下彩子事務局員

	写真撮影誘導
	○大谷実副委員長、総務広報委員会メンバー

	タイムキーパー、マイクチェック
	○柳沢浩史、渡邉慎太郎

	備品管理担当
	○星野眞樹会計幹事、佐藤栄治

	記録
	○諸橋賢二運営幹事、青木勝彦

	誘導・演台・マイク移動
	○佐藤栄治、大谷実副委員長、長谷川啓、北國真哉


＜事前準備＞　


7. 事業内容(目的達成のための手法説明)

(1)実施内容
①　例会 
・拡大スタッフへの記念品贈呈

　佐田直人理事長のもと尽力された拡大スタッフへの記念品の贈呈を見守り拍手で称えることで敬意を表します。
②　卒業式
・卒業記念品贈呈式
・卒業生代表謝辞
・卒業生より記念品贈呈
・理事長謝辞

　卒業生代表の言葉や理事長が読み上げるJC歴を拝聴し卒業生の感動を共有すること　　　

　で志を継承します。
③　理事長引継式
・理事長より激励の言葉と理事長バッジ交換
・プレジデンシャルリース引継
・次年度理事長挨拶
・直前理事長・専務理事バッジ交換
・直前理事長挨拶

　理事長より激励の言葉をいただき、次年度理事長並びに次年度専務理事を激励します。また、厳粛な雰囲気の中で行われる、プレジデンシャルリースの引継とバッジ交換を見守ることで長岡JCの歴史を引き継ぎ、一年間の締めくくりとします。
(2)当日までのスケジュール
9月下旬　卒業生JC歴最終確認
10月上旬 卒業生記念品発注・確認
　　　  　拡大スタッフ記念品発注・確認
11月上旬　案内文配信
11月下旬　出欠席および記念写真枚数確認
(3)当日のタイムテーブル　
  　　13:30～  委員会メンバー集合
15:40～　受付開始（現役メンバー）
16:00～  受付開始（卒業生）
16:15～　委員会報告
16:20　　開会ゴング
16:20　　国歌斉唱
16:22　　JCソング斉唱
16:23　　JCIクリード唱和
16:24　　JCI Mission並びにJCI Vision唱和
16:25　　JC宣言文朗読並びに綱領唱和
16:26　　長岡JC宣言唱和
16:27　　議事録作成人並びに議事録署名人の氏名
16:28　　理事長挨拶
16:31　　専務理事報告
16:36　　拡大スタッフへの記念品贈呈
16:40　　卒業式
1） 卒業記念品贈呈
2） 卒業生代表者謝辞
3） 卒業生より記念品贈呈
4） 理事長謝辞
　　　17:05　　理事長引継式
1） 理事長より激励の言葉
2） 理事長バッジ交換並びに専務理事バッジ交換
3） プレジデンシャルリース引継
4） 次年度理事長挨拶
5） 直前理事長バッジ交換
6） 直前理事長挨拶
17:17　　監事講評
17:19　　若い我ら斉唱　閉会ゴング
17:20　　卒業記念写真撮影
　
8. 参考例からの引継事項
　（1）2013年度総務委員会「卒業例会」から
①シナリオや動きを確認するときには、その動きが必要な理由を十分検討する必要があります。
②記念撮影時の席移動をスムースに行うために、シナリオに記念撮影時のアナウンスまで入れ込む必要があります。
③出来上がった隆盛陶板の確認に要する手間や再送付に要する日数の減少を図るために、現物を送ってもらう前に、写真等のデータにして送ってもらうことを検討してください。
④隆盛陶板の記載内容をスクリーンに投影するかどうかの検討を行ってください。
⑤資料、記念品などは間違いなど無いか入念なチェックを委員会メンバー全員で確認して下さい。
⑥スムースな例会の進行を行うために理事長、直前理事長、次年度理事長、専務理事、次年度専務理事からリハーサルに参加して頂く必要があります。
⑦記念写真は枚数によって価格が変動するため、事前に記念写真の枚数を確定し、写真業者と価格を決めておく必要があります。
⑧当日、急遽遅刻・欠席となった卒業生への対応をご検討ください。
⑨会場がアオーレ長岡という公共の場でもあり、委員会で会場の準備を行いましたが、前日より会場の準備にかかったため、当日リハーサルに十分な時間を充てることができました。公共の会場を利用するときには、前日よりの準備・設営をご検討ください。また、設営に時間を要することが見込まれる場合には、他委員会に応援を依頼することも検討してください。
⑩アオーレ長岡にはクロークがないため、テーブルを準備してクロークとしましたが、数が足らず席にコートをかけるメンバーがいました。公共の場所でクロークの運用についてご検討ください。
⑪卒業生が陶板を受け取る際にアテンドを付けるかどうかを検討してください。
9．本年の工夫と期待される効果
　①ひとつひとつの動きが必要な理由を理解し、シナリオの読み合わせやリハーサルを行うことで、円滑な進行を行います。
②シナリオに記念撮影時の席移動を促すアナウンスを入れ込むことで、スムースな席の移動を行います。
③隆盛陶板の送付前に写真データを送っていただくことで、確認に要する手間等の減少を図ります。
④隆盛陶板の記載内容をスクリーンに投影することで、卒業生とメンバーが感動を共有する一助とします。
⑤理事長、直前理事長、次年度理事長、専務理事、次年度専務理事よりリハーサルに参加していただくことで、スムースな進行を行います。
⑥記念写真を撮影いただく業者と事前に十分な折衝を行うことで、写真の購入数による価格の変動を防ぎます。
⑦卒業生の急な遅刻、欠席を想定したシナリオ作りやリハーサルを行うことで、柔軟な対応を行います。
10．公益・共益の区別及び判断に関わる事項
◎公益目的事業の判断に関わる事項
（１）公益目的事業２３項目該当番号・内容、及び理由
なし
11.　依頼事項
・写真撮影時、速やかなご移動をお願い致します。
　・現役メンバーの皆様は、お早目に受付をお済ませください。
12. 協議のポイント
①　卒業生への記念品について
　②　拡大スタッフへの記念品について
　
13. 予算総額 (概算金額)

　 487,000円


【審議対象資料一覧】
(1) 審議対象資料
①  （事業計画）収支予算書
②　卒業例会案内文（卒業生）
③　卒業例会案内文（現役）
④　卒業例会次第
　⑤　拡大スタッフ記念品
　⑥　横断幕デザイン
(2) 参考資料
①　役割分担表
②　場面図


上程スケジュール
第14回委員会


平成26年08月06日
第26回スタッフ会議

平成26年08月11日　ス協1
第15回委員会


平成26年08月22日
第27回スタッフ会議

平成26年08月27日　ス協2
第17回理事会　　　　　　　　　 平成26年09月24日　理協1


今後の上程スケジュール

第16回委員会　　　　　　　　　 平成26年09月29日
第30回スタッフ会議　　　　
平成26年09月30日  ス協3

第18回理事会　　　　　　　　　 平成26年10月06日　理協2



事業実施後の上程スケジュール
第   回委員会


平成26年12月   日
第33回スタッフ会議

平成26年12月26日  ス協1

次年度第1回理事会

平成27年01月   日　理協1



【前回までの流れ(意見と対応)】
(1) 第26回スタッフ会議

平成26年08月11日

Ｏ:長岡グランドホテルが会場となるのは久しぶりですので、場面図を作成してください。
Ａ:作成いたしました。

Ｏ:目的達成の為の手法を記載してください。

Ａ:記載いたしました。

Ｑ:今回、卒業例会チーフが卒業生である理由を教えてください。
Ａ:本来のチーフが会社の事情によりチーフの責を果たせなくなったため、卒業生である柳沢浩史君の想いと希望を尊重しチーフをお願いし、委員会メンバーはそれを支えることといたしました。
Ｏ:例年、卒業例会の出席率が低いので、出席率の向上対策をおこなってください。

Ａ:個別に声掛けを行い、出席率の向上を目指します。

Ｏ:チーフが卒業生ですので卒業例会当日はサブチーフを中心に設営できるようにしてください。
Ａ:サブチーフを中心に設営できるよう事前準備を十分に行います。

Ｏ:拡大スタッフへの記念品について名入れの内容とあわせて、理事長と相談してください。

Ａ:理事長にご意見をいただき名入れの内容を確認の上、記念品を選定いたしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｏ:事務局員を組織図に記載してください。

Ａ:記載いたしました。

Ｏ:卒業生への記念品を贈呈する際にJC歴の読み上げを行うかどうかを、卒業生の意向を踏まえて検討してください。
Ａ:卒業生の意向を確認したところ、読み上げを希望する意見がありましたので、例年通り読み上げを行います。

Ｏ:隆盛陶板の発注前に業者との打合せを行うことで、納期の短縮が図れるか検討してください。
Ａ:卒業生の経歴確認等を予め行うことで、時間に十分な余裕をもって発注を行います。
Ｏ:例会中の個々の動きを確認し、対象者に周知してください。

Ａ:確認の上、リハーサル等で周知いたします。

Ｏ:忘年会担当委員会と連携し円滑な設営を行ってください。
Ａ:打合せを綿密に行い連携を図ります。

Ｏ:卒業生の記念品が長期間、事務局に放置されることがないようにしてください。

Ａ:各委員会と協力、分担し確実に各卒業生にお届けいたします。
Ｏ:記念撮影を考慮して国旗、JCI旗、横断幕を配置してください。

Ａ:記念撮影を考慮した配置を行います。

(2) 第27回スタッフ会議

平成26年08月27日

Ｏ:場面図で、司会席がステージ上にあるのを、ステージ下に修正してください。

Ａ:修正いたしました。
(3) 第17回理事会


平成26年09月24日
難波俊輔委員長

Ｑ:隆盛陶板の内容をスクリーンに投影するとのことですが、昨年は隆盛陶板に書かれた文字だけでなくその説明まで投影されて、たいへん分かり易かったのですが、今年はどのような手法をお考えですか。
Ａ:昨年同様に、隆盛陶板に附属する説明書をスクリーンに投影します。

近藤久嗣理事

Ｑ:記念写真は購入者の数も少なく、買われた写真も事務局に放置されていたりするのを見かけることがあります。記念写真の必要性について、委員会で議論はありましたか。

Ａ:委員会での議論の結果、ご卒業生の立場からしますと一生の記念に残るものですし、長岡JCでの最後の公式記念撮影になりますので、ぜひ行いたいと考えています。
Ｏ:事務局に放置されるようなことがないよう、しっかり購入者に配布してください。

Ａ:そのように徹底します。

倉重一郎理事

Ｏ:本年度は例年に比べてステージが狭いので、記念撮影の際の配置を具体的に考えた詳細な場面図を、当日までに作成してください。

Ａ:横断幕等のはめ込み合成が可能なことも考慮しつつ、リハーサルの結果も反映させた詳細な場面図を作成して記念撮影に臨みます。
高橋渉理事

Ｏ:ご卒業生でもあります齋藤伸輔委員長は、本例会に参加できる予定でしょうか。
Ａ:総務広報委員会メンバー一同、参加いただきたいと強く願っています。

Ｏ:当日のタイムスケジュールの「拡大フタッフ」を「拡大スタッフ」に修正してください。
Ａ:修正いたしました。
1

